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論文内容の要旨





第 1 章では，ジメチルスズ (N) ピス (N ， N ージメチルジチオー，ーチオセレノ， ，およびージ
セレノカーパメイト)とジハロゲノアルカンとの反応により，種々の 1 ， 3 ージカルコゲナシクロ
アルキルー 2 ージメチルイミニウム塩 [ (CH2)n<苧C寸(CH3 ) 2 J ~ [( CH3 ) 2 SnZ m+2 J 刑ー




ズ(町) -N ， N ージアルキルモノセレノカーパメイオ錯体の合成に成功している。さらに，この配




第 3 章では，種々のピス(第 3 級ホスフイン)ピス (N ， N ージアルキルモノセレノカーバイト)
-287 -
ーノf ラジウム( n )および一白金 (n) ， (PR3)2 M (SeC (0) NR~)2 (PR3=P (C6Hs)3 , P (C6Hs)2CH3; 
M=Pd , Pt; R'=CH3, C2Hs, n-C3H7 , n-C4 Hg ) を合成し，赤外線吸収， IH および 31p NMR スベクト
ルなどの測定から，溶液内においては，第 3 級ホスフィンが部分的に解離し，配位 C=o と非配位 C
=0 とが平衡系として共存することを明らかにしている。
第 4 章では，数種の第 3 級ホスフインーピス( N ， N- ジエチルモノセレノカーバイト)一ニッケル
( n )を合成し，これと一酸化炭素との反応により，好収率でO価のニッケル錯体， L2Ni(CO)2 (L= 
第 3 級ホスフィン)，が生成することを明らかにしている。さらに，ニッケルジクロリド， トリフェニ
ルホスブインむよびメチルメルカプチドから，上記の O価ニッケル錯体の合成法を確立するとともに，
反応機構を解明している。
第 5 章では，数種のカルボニルマンガン( 1 )カーバメイト Mn (CO加L (L=カーパメイト基，















するとともに，その錯体の一つで、ある [(C6Hs)3 PL Ni [SeC (0) N (CH3)2 J2 を中間体とする常温
常圧下での Ni (0) 錯体の合成法を確立している。
さらに，数種の単核カルボニルマンガン( 1 )カーパメイトの合成とそれらの固相熱 2 量化反応に
よる複核錯体の生成反応に対する熱力学的諸量の決定を行い，カーパメイト基の種類により，反応の
活性化パラメータが顕著な影響を受けることを見出している。
以上の結果は，学術ならびに応用の両面にむいて，金属錯体化学の発展に貢献するところが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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